
 

No. 実施大学 授業科目名 担当教員 単位数 開講区分 曜日 予定回数 時 間 実施場所 定員 

68 杏林大学 現代行政学 B 
進邦 徹夫 
総合政策学部 教授 

2 後期 月 15 10:40～12:10 
杏林大学 

井の頭キャンパス 
若干名 

 

【到達目標】 

 近年の行政改革の背景にあるものは何かを知る 

 「新しい公共」とは何かを考える 

 

【授業の概要】 

近年、行政をめぐる環境は大きく変化して来ています。ＮＰＭ（New Public Management）論や、Governance論といった議論に象徴されるように、行政

だけで はなく多くのアクターが統治に携わる政治・行政システムの萌芽が各地で見受けられます。 

小泉政権の構造改革がそうであったように、多くの先進国において小さな政府を目指す傾向があります。その先行事例として知られるのが、1980年代に

イギリスやアメリカ、ニュージーランドで展開された行政改革です。これらの行政改革を体系化したものを、NPM論と言います。 

また、これまで統治の主体は政府だけと捉えられてきましたが、個人やＮＰＯ、民間企業など多様なアクターが参加する統治のあり方をガバナンスと言

います。 

本講義では、近年の行政を分析する枠組みでもあり、規範的な概念でもあるＮＰＭ論とガバナンス論について、中央・地方の行政で実際に行われている

改革との関連付けながら講述していきます 

 

【授業内容】 

 第 1回： 行政学Ⅱで何を学ぶか：NPMとは何か、行政学と行政経営論の相違［講義・質疑応答］ 

 第 2回： 近年の行政改革とＮＰＭの関係とは？：NPMによる行政改革とこれまでの行政改革の違い、NPMによる行政改革の意義［講義・質疑応答］ 

 第 3回： 日本の行政改革史：戦前の行政整理、戦後行政改革と日本の財政、現代の行政改革諸課題［講義・質疑応答］ 

 第 4回： ガバナンス論とＮＰＭ：ガバナンス論と行政、ガバナンス論と NPMの相違［講義・質疑応答］ 

 第 5回： 英米の行政改革とＮＰＭ：1980年代の英米の行財政状況、1980年代イギリスの行政改革、1980年代アメリカの行政改革［講義・質疑応答］ 

 第 6回： ローカルガバナンスの実際：NPMによる行政改革の手法・期待される効果［講義・質疑応答］ 

 第 7回： ＮＰＭと自治体改革 1：NPMで何が変わるのか、透明性、説明責任、監視、参加［講義・質疑応答］ 

 第 8回： ＮＰＭと自治体改革 2：日本における PFI事業の展開、PFIとは何か、高知県医療センターの事例など［講義・質疑応答］ 

 第 9回： ＮＰＭと自治体改革 3：NPMと行政評価、政策・施策・事業の違い、アカウンタビリティとレスポンシビリティ［講義・質疑応答］ 

 第 10回： NPMと市民参加：市民参加と協働、参加と評価［講義・質疑応答］ 

 第 11回： 新しい公共と NPM：新しい公共とは何か、「公共」概念の変化［講義・質疑応答］ 

 第 12回： NPMと財政：ケインズ政策と NPM、国債依存財政からの脱却［講義・質疑応答］： 

 第 13回： NPMの限界：NPMと自由主義、競争とセーフティーネット［講義・質疑応答］ 

 第 14回： これからの行政のあり方：積極財政か消極財政か、大きい政府か小さい政府か［講義・質疑応答］ 

 第 15回： 総括：：第 1回から第 15回の総まとめを行う［講義・質疑応答］ 

 ※適宜、課題を設定し、アクティブ・ラーニング形式でグループディスカッションを行う。 

 

【成績評価方法】 

①絶対評価で採点します。 

②授業内テストと学期末課題で採点します。 

授業内テストは持ち込み可で行いますので、問題に的確に答えていない場合は不採点とします。 

学期末課題は、（課題に記載するかどうかは未定ですが）いくつかのキーワードを設定し、そのキーワードが理解され、文章が論理的に構成されている 

か（相手に伝えやすく書いているか）で採点します。 

 

【教科書】 

 真渕勝『行政学』有斐閣 2020年 ISBN-13:978-4641149359 

 大嶽秀夫『平成政治史』ちくま新書 2020年 ISBN-13:978-4480073051 

 

【参考書、教材等】 

 特になし 

 

※ この授業は、9／18（月）が初回です。 


